
結
果
に
よ
れ
ば
、介
護
が
必
要
に
な
っ
た
主
な
原
因

に
つ
い
て
は
、要
支
援
の
場
合
で
最
も
多
い
も
の
は「
骨

折・転
倒
」（
20・5
％
）で
、要
介
護
で
は「
脳
血
管
疾
患
」

（
17・4
％
）、「
認
知
症
」（
17・2
％
）、「
骨
折・転
倒
」

（
17・2
％
）の
三
つ
が
特
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
件
数
の
増
加
に
伴
い
、介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
数
も
増
加
が
続
い
て
い
ま
す（
図
２
）。割
合

と
し
て
は
７
割
以
上
を
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
占
め
て
い
ま

す
が
、介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

の
利
用
者
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。介
護
老
人
福
祉
施

設
の
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、全
国
も
同
様
に
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

横
浜
市
高
齢
者
実
態
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と
住
ま
い
の
希
望
に
つ
い
て
、65
歳

以
上
の
51・1
％
が「
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮

ら
し
た
い
」と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、「
で
き
る
限
り
自

宅
で
暮
ら
し
た
い
が
、介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
に
入
り
た
い
」と

福
祉

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら

高
齢
者
福
祉

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、横
浜
市
に
お
い
て
も
、介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
件
数
の
増
加
が
続
い
て
い
ま
す

（
図
１
）。

ま
た
同
時
に
、第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）の

総
数
に
対
す
る
要
介
護
認
定
者
数
の
割
合
で
あ
る「
認

定
率
」に
着
目
す
る
と
、そ
の
値
は
年
々
少
し
ず
つ
上

昇
し
て
お
り
、2
0
1
7（
平
成
29
）年
度
末
の
時
点
で

は
17・5
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。こ
の
認
定
率
は
、

全
国
平
均
か
ら
は
１
ポ
イ
ン
ト
程
度
低
い
割
合
で
推
移

し
て
い
ま
す
が
、要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
は
、高
齢

者
の
増
加
に
加
え
、認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
割
合
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

と
言
え
そ
う
で
す
。

要
介
護
度
別
の
認
定
状
況
に
つ
い
て
は
、要
介
護
２

の
割
合
が
全
体
の
21・5
％
と
最
も
高
く
、そ
れ
以
外
の

区
分
は
お
お
む
ね
10
～
15
％
程
度
の
範
囲
内
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、平
成
28
年
度
横
浜
市
高
齢
者
実
態
調
査
の

要
介
護
認
定
件
数
は
年
々
増
加

回
答
し
た
人
も
20・8
％
と
な
っ
て
お
り
、施
設
入
所

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
も
引
き
続
き
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
定
員
は
、少
し
ず
つ
定
員
増
が

図
ら
れ
て
お
り
、現
在
は
約
１
万
５
千
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
受
け
て
、介
護
保
険

給
付
費
も
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
３
）。

生
活
保
護

被
保
護
世
帯
数
は
微
増
、保
護
率
は
全

国
並
み

生
活
保
護
の
被
保
護
世
帯
数
は
、近
年
増
加
の
幅
は

緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す

（
図
４
）。一
方
、被
保
護
人
員
に
つ
い
て
は
、単
身
者
世

帯
の
増
加
傾
向
を
反
映
し
、2
0
1
5（
平
成
27
）年

度
以
降
、微
減
に
転
じ
て
い
ま
す
。

な
お
、2
0
1
5（
平
成
27
）年
度
時
点
で
、被
保
護

世
帯
数
の
総
世
帯
数
に
対
す
る
割
合
で
あ
る「
保
護

率
」は
3・25
％
と
な
っ
て
お
り
、全
国
平
均
3・24
％
と

ほ
ぼ
同
じ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、生
活
保
護
の
種
類
に
は
、食
費
、被
服
費
、光

熱
水
費
等
の
生
活
扶
助
を
は
じ
め
、住
宅
扶
助
、教
育

扶
助
、医
療
扶
助
、介
護
扶
助
、出
産
扶
助
、生
業
扶
助
、

葬
祭
扶
助
の
８
つ
が
あ
り
ま
す
が
、2
0
1
7（
平
成

29
）年
度
の
状
況
を
見
る
と
、全
体
の
保
護
費
の
う
ち

医
療
扶
助
が
41・6
％
、生
活
扶
助
が
32・0
％
、住
宅

扶
助
が
21・9
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

保
護
費
の
総
額
は
、2
0
1
5（
平
成
27
）年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
つつ
あ
り
ま
す（
図
５
）。
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仕
事

障
害
福
祉

障
害
者
手
帳
の
所
持
者
数
は
、肢
体
不
自
由
や
内

部
障
害
を
は
じ
め
と
す
る「
身
体
障
害
者
手
帳
」の
所

持
者
数
が
約
９
万
９
千
人
で
最
も
多
く
、2
0
1
0

（
平
成
22
）年
度
に
知
的
障
害
を
対
象
と
す
る「
愛
の

手
帳
」（
療
育
手
帳
）の
所
持
者
数
を
上
回
っ
た「
精
神

保
健
福
祉
手
帳
」が
こ
れ
に
次
い
で
い
ま
す（
図
６
）。そ

れ
ぞ
れ
の
所
持
者
数
の
合
計
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
、2
0
1
7（
平
成
29
）年
度
末
時
点
で
4・4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、障
害
の
あ
る
子
ど
も
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る

子
ど
も
に
つ
い
て
診
療
や
訓
練
、相
談
等
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
市
内
7
か
所
の
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
の
利
用

も
増
加
が
続
い
て
お
り
、初
診
件
数
の
う
ち
約
７
割
を

発
達
障
害
が
占
め
て
い
ま
す（
図
７
）。

障
害
の
あ
る
人
への
サ
ー
ビ
ス
で
は
、施
設
入
所
支
援

は
横
ば
い
で
す
が
、事
業
所
等
に
お
い
て
生
活
に
必
要

な
訓
練
や
働
く
場
の
提
供
な
ど
を
内
容
と
し
た
日
中

活
動
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
、在
宅
で
の
身
体
介
護
等
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す（
図
８
）。

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
に
伴
い
、障
害
者
自
立
支
援

給
付
費
等
の
総
額
も
増
加
し
て
お
り
、2
0
1
7（
平

成
29
）年
度
は
、約
5
8
7
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
加
が
続
く
精
神
保
健
福
祉
手
帳
と
療

育
手
帳
の
所
持
者
数

日
中
活
動
の
サ
ー
ビ
ス
や
居
宅
介
護
の

利
用
が
増
加

生
産
年
齢
人
口（
15
～
64
歳
）の
減
少
に
伴
い
、横
浜

市
の
労
働
力
人
口
は
２
０
０
5（
平
成
17
）年
以
降
減

少
し
、ま
た
、労
働
力
率（
15
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
労

働
力
人
口
の
割
合
）も
１
９
９
５（
平
成
7
）年
を
ピ
ー

ク
に
減
少（
図
１
）、非
正
規
雇
用
や
共
働
き
世
帯
の
増

加
な
ど
、働
く
環
境
に
も
変
化
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
仕
事
を
産
業
別
に
見
る
と
、
最
も
多
い

の
が
「
卸
売
業
、
小
売
業
」
で
15
・
４
％
、
次
い

で
「
製
造
業
」
（
12
・
７
％
）
、
「
医
療
、
福
祉
」

（
10
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１

０
（
平
成
22
）
年
～
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
の
５

年
間
で
「
卸
売
業
、
小
売
業
」
が
約
２
万
９
千
人
減

少
す
る
一
方
、
「
医
療
、
福
祉
」
は
２
万
人
増
加
し

て
い
ま
す
。
男
性
は
「
製
造
業
」
の
割
合
が
16
・
７

％
で
最
も
高
く
、
女
性
は
「
医
療
、
福
祉
」
（
19
・

４
％
）
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
と
比
べ

る
と
、
「
製
造
業
」
の
割
合
が
低
く
「
情
報
通
信

業
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
が
働
い
て
い
る
場
所
は
、
自
宅
を
含
む
居

住
区
内
が
31
・
６
％
で
最
も
多
く
、
市
内
の
他
区

（
28
・
４
％
）
を
含
め
約
６
割
が
市
内
で
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
東
京
都
区
部
に
通
勤
し
て
い
る

の
は
４
人
に
１
人
（
24
・
９
％
）
で
す
。
区
別
に
み

る
と
、
自
分
の
居
住
区
内
の
割
合
が
最
も
高
い
の
は

中
区
（
約
45
％
）
で
、
市
内
他
区
の
割
合
は
南
区

（
約
42
％
）
、
磯
子
区
（
約
42
％
）
で
高
く
４
割
を

超
え
て
い
ま
す
。
市
北
部
に
位
置
す
る
青
葉
区
、
鶴

見
区
、
港
北
区
で
は
、
市
外
に
通
勤
し
て
い
る
割
合

が
高
い
反
面
、
市
内
他
区
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
区
部
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
路

線
の
鉄
道
駅
周
辺
で
市
外
へ
の
通
勤
者
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
（
図
２
）
。

性
別
で
は
、
男
性
は
居
住
区
内
の
割
合
が
24
・

２
％
、
市
外
へ
の
通
勤
者
が
48
・
３
％
で
あ
る
の
に

対
し
、
女
性
は
居
住
区
内
が
41
・
６
％
、
市
外
通
勤

者
は
28
・
８
％
と
逆
転
し
て
い
ま
す
。

「
卸
売
業
、小
売
業
」で
働
く
市
民
が
最

も
多
い
が
、人
数
は
２
万
９
千
人
の
減
少

働
く
市
民
の
６
割
は
市
内
で
従
業

032033

第
1
章

統
計
で
見
る
横
浜
の
今
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